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【略 歴】
１９６９年６月 東京大学経済学部経済学科卒業
１９６９年７月 東京大学経済学部経営学科編入
１９７０年３月 東京大学経済学部経営学科中退
１９７０年４月 東京大学大学院経済学研究科修士課程入学
１９７２年３月 東京大学大学院経済学研究科修士課程修了
１９７６年１月 東京大学大学院経済学研究科博士課程復学
１９７８年３月 東京大学大学院経済学研究科博士課程修了
１９７８年４月 専修大学経済学部入職
１９８８年４月 専修大学経済学部教授
２００４年４月 入学試験委員会委員長（２００６年３月まで）
２００５年４月 自己点検・評価委員会委員（２００６年３月まで）
２００７年４月 教員資格審査委員会委員（２００８年３月まで）
２００８年４月 中期研究員（２００８年９月まで）
２００９年４月 教育開発支援委員会委員（２０１１年３月まで）
【業 績】
【著書】
「１８７０年代ドイツにおける徒弟制度の再編 －帝政期ドイツ手工業立法の一側面－」 岡田与好編『十九世紀の
諸改革』（共著），木鐸社
「ドイツ帝政期における手工業者「保護」とイヌング「復活」について －１８８１年 営業令修正令をめぐって－」
岡田与好編『現代国家の歴史的源法』（共著），東京大学出版会
『２０世紀ドイツの光と影－歴史から見た経済と社会』（共著），芦書房
「ウェーバーの苦悩 近代のアポリア」 原田博夫編『人と時代と経済学－現代を根源的に考える』（共著），専
修大学出版局
「対独関係から見た日本の貿易構造」 渡辺・今久保・ハックス・クレナー編『孤立と統合 日独戦後史の分岐
点』（共著），京都大学学術出版会
「サッカー文化「シャルケ０４」の事例から」 若尾祐司・井上茂子編『ドイツ文化史入門』（共著），昭和堂
「第一次大戦後ドイツにおける手工業組織の再編」『転換期の国家・資本労働』（共著），東京大学出版会
【論文】
「帝政期ドイツの手工業」 東京大学 経済学研究科 自治会『経済学研究』
「ドイツ中産層の歴史的把握をめぐって －「中産層」概念についての覚書－」『専修経済学論集』 第１３巻第２
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号「ドイツ手工業者組織の展開（上）」『専修経済学論集』 第２１巻第１号
「ドイツ手工業者組織の展開（中）」『専修経済学論集』 第２１巻第２号
「ドイツにおける「近代」をめぐって －R・ダーレンドルフ『ドイツにおける社会と民主主義』を中心に－」
専修大学現代文化研究会 『現文研』 第６５号
「ドイツ手工業者組織の展開（下）」『専修経済学論集』 第２２巻第２号
「ヨーロッパにおける国際主義・国民主義・地域主義 －最近のドイツ経済史研究の動向を中心に－」『高度産
業社会と国家』
「相対的安定期ドイツ手工業の経済的状況（上）」『専修経済学論集』 第２３巻第２号
「相対的安定期ドイツ手工業の経済的状況（中）」『専修経済学論集』 第２４巻第１号
「帝政期ドイツにおける中間団体と国家 －公法団体を中心に－」『土地制度史学』 第１２７号
「ワイマールからナチズムへ －「ボルヒャルト論争」を中心に」 社会経済史学会編『社会経済史学の課題と展
望』
「ワイマール期ドイツ経済体制・経済政策史をめぐって －「ボルヒャルト論争」覚書－」『土地制度史学』 第
１４２号
「職業教育と資格－ドイツのデュアル・システムを考える－」『専修大学社会科学研究所月報』 No．４１３
Effects of Globalization and of Regional and Business Adaptaton upon Employment Springer-Verlag, W.
Klenner/H. Watanabe（eds.）, Globalization and Regional Dynamics.
「青い月曜日を考える 補遺」『専修経済学論集』 第４１巻第３号
「サッカーの比較民衆史的考察（１）」『専修経済学論集』 第４２巻第３号
Deindustrialisierung in Japan und Deutschland als Folge von Globalisierung und Integration in Ostasien und
Europa? W.Klenner/H.Watanabe, Neupositionierung reginaler Führungskräfte : Japan und Deutschland.
Eine Betrachtung über das Lehrlinsproblem in den１８７０er Jahren 『専修経済学論集』第４５巻第２号
【その他】
書評：Heinrich August Winkler, Mittelstand, Demokratie und Nationalsozialismus,１９７２ 社会思想社 『季刊
社会思想』２－４
「ナチスと中間層 －ファシズム研究の一視角－」 専修大学現代文化研究会 『現文研』 第５１号
「帝政期ドイツの手工業についての最近の研究動向」 専修大学社会科学研究所 『社会科学年報』 第１４号
書評：ハンス・モテック著／大島隆雄訳 『ドイツ経済史』『史学雑誌』 第９０編第６号
書評：関嘉彦『ベルンシュタインと修正正義』 日本労働協会 『日本労働協会雑誌』 NO．２７２
書評：大野英二『現代ドイツ社会史研究序説』『社会経済史学』 第４９巻第１号
「西ドイツにおける最近の労動者史・労働者運動史研究の動向 －J・コッカ『賃労働と階級形成』を中心に－」
専修大学社会科学研究所 『社会科学年報』 第１９号
書評：E・バッツァー・鈴木武編『流通構造と流通政策』 －日本と西ドイツの比較－ 流通産業『RIRI』 第
１７巻第９号
高橋直樹『政治学と歴史解釈 －ロイド・ジョージの政治的リーダーシップ－をめぐって』 －１つのコメン
ト－ 専修大学現代文化研究会 『現文研』 第６５号
書評：宮本光晴『人と組織の社会経済学』 流通産業『RIRI』 第１９巻第１０号
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山之内靖「ウェーバーとニーチェ『宗教社会学』分析序説」へのコメント 専修大学現代文化研究会『現文研』
第６６号
書評：藤田幸一郎『手工業の名誉と遍歴職人 －近代ドイツの職人世界－』『土地制度史学』 第１４９号
書評：H. A. ヴィンクラー著，後藤俊明・杉原達・奥田隆雄・山中浩司訳『ドイツ 中間層の政治社会史 １８７１
－１９９０年』『ドイツ研究』 第２３号
書評：山之内靖／ヴィクター・コシュマン 成田隆一編『総力戦と現代化』『社会経済史学』第６２巻第６号
「１９９７年の外国経営史（ドイツ）」『経営史学』第３４巻第１号
フュース報告へのコメント 『専修大学社会科学研究所月報』 No．４４
書評：佐久間弘展『ドイツ手工業・同職組合の研究－１４～１７世紀ニュルンベルクを中心に』『経営史学』第３７
巻第３号
書評：田中洋子『ドイツ企業社会の形成と変容－クルップ社における労働・生活・統治－』『社会経済史学』
第６９巻第３号
書評：望田幸男編『近代ドイツ＝資格社会の展開』『歴史と経済』第１８２号
「青い月曜日を考える」『専修経済学論集』 第３９巻第３号
H. T. トイテベルク 「存在に彩りを添えたものすべて －日常史の位置付けについて－」（翻訳）『専修経済
学論集』 第２７巻第２号
書評：戸原四郎・加藤栄一編『現代のドイツ経済 －統一への経済過程－』『ドイツ研究』 第１６号
書評：柳澤治『資本主義史の連続と断絶－西欧的発展とドイツ－』『歴史と経済』 第２０２号
第６セッション「国際的構造変化の時代における中小企業の役割と課題」（コメント） 渡辺・クレナー編『型
の試練－構造変化と日独経済－』
クリスティアン・ワトリーン「ドイツの営業中間層にとっての世界経済分業の進展と競争圧力の増大の意義」
（翻訳） 渡辺・クレナー編『型の試練－構造変化と日独経済－』，信山社
J. ヴァインエック『サッカーの最適トレーニング』（翻訳），大修館書店
G. ハイドゥク／C. シャッベル「ドイツから見た独日経済関係の展望」（翻訳） 渡辺・今久保・ハックス・ク
レナー編『孤立と統合 日独戦後史の分岐点』，京都大学出版会
【学会発表】
「帝政期ドイツにおける中間団体と国家 －公法団体を中心に－」 土地制度史学会 １９８９年度秋季学術大会
（学会発表，１９９０年４月）
「世界経済の分業と競争の変化と日独中間層の対応」 日本経済学・社会科学シンポジウム 第１１回東京大会
（学会発表，１９９６年３月）
Auswirkung von Globalisierungsprozessen sowie regionalen und betrieblichen Strukturanpassungen auf die
Beschaeftigung Die12.Deutsch-Japanische Wirtschafts-und Sozialtagung（国際学会発表，１９９９年１１月）
Aussenhandel Japans mit Deutschland in den zurueckliegenden zwei Jahrzehnten der13.Deutsch-Japanische
Wirtschafts-und Sozialtagung（国際学会発表，２００２年１１月）
Deindustrialisierung in Japan und Deutschland als Folge von Globalisierung und Integration in Ostasien und
Europa? Aus japanischer Sicht.（国際学会発表，２００５年１１月）
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